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本研究の目的は､人間が日常生活で思いついたことや､身の回りにある情報を整理して､他人と共

有することを支援するｼｽﾃﾑを構築することである｡本論文では､人問が日常生活のなかで出会う

雑多なものごとの記憶を日常記憶と呼ぶ｡

日常記憶を記述するために､ ｢弱い情報構造｣と呼ぶ､よく定義された知識表現よりも弱い､中間的

な情報構造を提案する｡弱い情報構造は､自然言語ﾃｷｽﾄやﾊｲﾊﾟ-ﾃｷｽﾄやｲﾒ-ｼﾞなどの多

様な情報ﾒﾃﾞｨｱを､関連の意味を定義することなく関連付ける情報表現である｡

｢大量の不均質情報を扱うためには弱い情報構造を用いたゆるやかな情報の関連付けが有効で

ある｣という作業仮説をたて､弱い情報構造を用いて日常記憶の共有を支援するｼｽﾃﾑCoMeMoを

設計した｡弱い情報構造の中でも､ ｢連想構造｣と呼ぶ関連の意味を定義することなく多対多対応で

ﾕﾆﾂﾄを結び付ける情報表現に焦点をあてた｡これまでに､多様な情報源の情報をCoMeMoｱ-ｷ

ﾃｸﾁﾔが取り扱い可能な形式に変換するCoMeMoｲﾝｺ-ﾎﾟﾚ-ﾀと､弱い情報構造による情報ﾍﾞ

-ｽの探訪､ﾌﾞﾗｳｼﾞﾝｸﾞ､編集を支援するCoMeMoﾜ-ｸﾍﾞﾝﾁを試作した｡

ﾃｽﾄｹ-ｽとして､ (1)既存の情報源の情報整理支援と､ (2)国際会議における情報共有支援に適

用して実験的な評価を行った｡また､ (3)人間がどのように弱い情報構造を生成し､理解するか調べる

実験を行った｡

(1)既存の情報源の情報整理支援では､連想構造を用いて､既存の雑多で構造の不均質な情報

源から情報を収集･整理する手法を提案した｡この手法に基づきCoMeMoｲﾝｺ-ﾎﾟﾚ-ﾀとﾜ-ｸﾍﾞ

ﾝﾁを土台とする情報整理ｼｽﾃﾑを試作した｡手作業で作成した奈良観光情報ﾍﾞ-ｽ､日本経済

新聞全文記事ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽ､ WWのﾍﾟ-ｼﾞに対しで情報整理の実験を行なった｡再現率､適合率

において､ 68% - 91%の確度で多様な情報源の情報から情報の抽出と整理が行えた｡また､ｸﾞﾙ-ﾌﾟ

の研究活動に適用して､ｼｽﾃﾑを利用して実際的な評価を行った｡これらの結果､ (a)生ﾃﾞ-ﾀから

連想構造の生成が容易であること､ (b)本手法を用いて研究活動における実用ｼｽﾃﾑ-の応用が可

能であることがわかった｡

(2)国際会議における情報共有支援に関して､弱い情報構造を用いてｺﾐｭﾆﾃｲにおいて必要

な情報を関連づける手法を提案し､ｺﾐｭﾆﾃｲの情報共有を支援するｼｽﾃﾑInfbCommonを試作し

た｡ InfbCommonは､ CoMeMoﾓﾊﾞｲﾙ端末のﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟとして位置付ける｡ ICMAS'96ﾓﾊﾞｲﾙｱｼ

ｽﾀﾝﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおいて国際会議に適用して､会議参加者100名に自由に使用してもらい､評価

を行った｡ｱﾝｹ-ﾄ調査の結果､ (a) 81%が検索結果がよいと感じ､ (b) 51%がｼｽﾃﾑに満足､ (c) 55%

が必要な情報を得るためにｼｽﾃﾑが有用であったと回答したことより､ InfbCommonがｺﾐｭﾆﾃｲの

情報検索ﾂ-ﾙとして有用であることがわかった｡

(3)人間がどのように弱い情報構造を生成し､理解するか調べるために､ CoMeMoﾜ-ｸﾍﾞﾝﾁを

用いて､自由連想､個人のﾒﾓ､新聞記事などから連想構造を記述できるかどうか､他人が作成した

連想構造が理解できるかどうかの実験を行った｡以下の知見を得た｡ (a)連想構造を用いて自由連

想の記述が容易に行なえる｡ (b)相互知識のあるｸﾞﾙ-ﾌﾟ間では連想構造を用いて思考内容を伝

達できる｡ (c)連想構造は直観的に理解できる｡ (d)背景知識が多いほど連想構造を理解できる｡

これらの結果､弱い情報構造を用いて日常記憶の共有を支援するｼｽﾃﾑを構築可能であること

がわかった｡また､弱い情報構造が､背景知識を共有する人間集団の間で､日常記憶を共有するた

めに記述しやすく理解しやすいことが示唆された｡



前田晴美
(論文審査結果の要旨)

平成9年12月26日に開催した公聴会の結果を参考に平成10年2月18日に本博士論文の審査を行

った｡以下のとおり､本博士論文は､提案者が独立した研究者または技術者として､研究･開発活動

を続けていくための十分な素養を備えていることを示すものであると認める｡

(1)前田晴美君は､本博士論文において弱い情報構造と呼ぶ日常記憶を記述するための情報表

現を提案した｡これは多様な情報ﾒﾃﾞｨｱを関連付けるための新しい手法であり､人問にとって記述

が容易であるとともに､ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀによる自動生成や検索に適していると考えられる｡この提案に基

づき､日常記憶の共有を支援するｼｽﾃﾑCoMeMoのｱ-ｷﾃｸﾁﾔの設計･-部試作を行い､実験

的評価を行って､新規な知見を得た｡その成果は次の3点に要約される｡

(a)既存の情報源からの情報整理支援とその評価

弱い情報構造を用いて､既存の情報源から情報を収集･整理する手法を提案し､情報整理ｼｽﾃ

ﾑを試作した｡手作業で作成した奈良観光情報ﾍﾞ-ｽ､日本経済新聞全文記事ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽ､

W…のﾍﾟ-ｼﾞに対しで情報整理の実験を行なった結果､再現率､適合率において､ 68% - 91%の確

度で多様な情報源の情報から情報の抽出と整理が行えることがわかった｡また､ｸﾞﾙ-ﾌﾟの研究括

動に適用して､実際的評価を行い､有効性を確認した｡この手法は､従来の人工知能における強構

造の知識表現を用いた手法とは異なるｱﾌﾟﾛ-ﾁを試み､ -定の有効性を確認したという点に新規

性がある｡

(b)国際会議における情報共有支援

弱い情報構造を用いてｺﾐｭﾆﾃｲにおいて必要な情報を関連付ける手法を提案し､ｺﾐｭﾆﾃｲの

情報共有を支援するｼｽﾃﾑInfbCommonを試作し､ ICMAS'96ﾓﾊﾞｲﾙｱｼｽﾀﾝﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにお

いて国際会議に適用して､会議参加者100名による評価を行った｡ｱﾝｹ-ﾄ調査の結果､ 81%が検

索結果がよいと感じたこと､ 51%がｼｽﾃﾑに満足したこと､ 55%が必要な情報を得るためにｼｽﾃﾑが

有用であったと判定したことがわかり､ InfbCommonがｺﾐｭﾆﾃｲの情報検索ﾂ-ﾙとして-定の有用

性をもつことがわかった｡国際会議における実験評価は世界初の試みとして新規性が高く､そこから

得られた知見も新しいものである｡

(c)弱い情報構造の生成と理解に関する実験的評価

人間がどのように弱い情報構造を生成し､理解するか調べるために､自由連想･個人のﾒﾓ･新聞

記事などから連想構造を記述できるかどうか､他人が作成した連想構造が理解できるかどうか､という

2つの観点から実験を行った｡その結果､連想構造を用いて自由連想の記述が容易に行なえること､

相互知識のあるｸﾞﾙ-ﾌﾟ間では連想構造を用いて思考内容を伝達できること､連想構造は直観的に

理解できること､背景知識が多いほど連想構造を理解できることが判明した｡これらは情報表現の認

知に関する新しい知見である｡

以上の成果は､弱い情報構造を用いた日常記憶共有支援ｼｽﾃﾑの基礎を確立したものとして意

義が大きい｡

(2)主題に相当する内容は､前田晴美君が第一著者となり､査読付学会論文誌3件､および査読付

国際会議7件として公表している｡


